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コロナに負けず、離れていてもつながろう

コロナとの付き合いも3回目の春を迎えます。3回目のワクチン接種も進んでい

ますが、しつこいオミクロン株とはまだまだ付き合いが続くようです。

コロナが収束しないからと話し合いの場をなくすわけにはいきません。コロナ

対策としてだけでなく、以前から公民館まで出かけにくい、仕事や子育てや介護

などで参加できない人たちの意見を反映していくためにも、オンラインでの会合

等は導入すべきと考えています。もちろん、顔を突き合わせて協議する場が大切

ですが、会場に集まらなくてもある程度の話し合いができるのですから。

公民館のWi-Fi環境の整備なども進み、機器を持っていない人でも公民館を主会

場にして参加できるよう、本協議会でも機器の整備などを進めています。

利用を希望される際には、公民館までご連絡ください。

＊ホームページなど協議会の広報について興味のあるかた、お手伝

いいただけるかたは、次のアドレス(yonesato.machikyo@gmail.com）

にご連絡ください。お待ちしています。

不法投棄をチェック

～廃棄物不法投棄監視員の皆さん～

いろいろな団体で役員会や総会など、話し合いの機会が多い時期とな

りました。そこで、手軽にどこにいても話し合いや研修会に参加できる

ようにと、町内会長や各団体の役員の皆さんに呼びかけ、2月20日に、

オンライン会議の体験研修を開催しました。

事前に動画（約8分間）をメール配信し、当日は自宅や公民館でスマ

ホやパソコンで仮の会議に参加していただきました。参加された方から

は、「とにかく実際にやってみんといけんなあ」、「教えてもらいなが

ら操作するのは難しくなかった」といった声もいただきました。

こうした機会はこれからも設け、いろいろな団体での話し合いの方法

の一つとして取り入れていただけるようにする予定です。

その日に開催した区長部会でも、コロナ警報が出ているので少しでも

密を避けるため、事前に接続テストした後、公民館を主会場にし、５名

の町内会長には自宅で参加していただきましたが、大きな問題なく協議

できました。

各町内会の廃棄物不法投棄監視員の皆さんに

は、パトロールにより不法投棄を見つけたら市

に報告していただいています。

（任期は2年間）

オンラインでやってみました

（おわびと訂正）

前号中、雲山南の自治会加入戸

数を「371戸」に訂正します。

米里の子どもの未来、地域の未来

大路川流域の治水

写真

2月15日、県庁や市役所など８つの会場をオンラインでつないで

大路川流域治水協議会が開催されました。

県からは雨水貯留対策（田んぼダム、ため池、校庭・公園、雨水

タンク）の効果（計算結果）の例が示され、8地区の自治会長や自

主防災会長らから意見や提案が交わされました。小学校での防災訓

練や大学との連携についても報告されました。来年度は、意見交換

のほか、上下流域合同での「まちあるき」、田んぼダムのモデル圃

場設置、ため池使用実態調査など、住民と行政が一緒になって取り

組む予定を確認しました。

町内会 氏名（敬称略）

越路 植垣義孝

久末 山本孝明

古郡家 山根眞一

美和 山田薫實

長砂 岡　博俊

東大路 徳長俊一

中大路 山﨑慎二

西大路 田中隆文

雲山南 最上美津男

東雲山 佐々木敏一

雲山中央 小林　修

15歳未満の年齢別人口（R3年末）

（鳥取市HPより） (単位：人）

町名 0～4歳 5～9歳 10～14歳 計

東大路 2 5 5 12

中大路 2 4 7 13

西大路 7 0 2 9

久末(*1) 3 10 15 28

美和 0 4 2 6

古郡家 0 4 3 7

越路 3 4 5 12

小計

（旧米里）
17 31 39 87

雲山(*2) 109 120 120 349

合計 126 151 159 436

注）統計上は町名で区分されているため、「久末」には

長砂を含む(*1)、「雲山」には面影地区（面影雲山）を

含み町内会ごとの数値は不明(*2)。

2月18日、本年度3回目の小学校運営協議会が開催され、その中で市教委から20年後の学校のあり方を見据

えた小中学校の適正規模や適正配置について説明される予定でしたが、コロナ感染拡大のため中止となりま

した。この機会に、ぜひ皆さんに考えていただきたいと思います。

全国的に子どもの人口が減っている中、鳥取市も例外ではありません。地区により進み具合は異なります

が、市内でも協議が進み始めています。米里地区でも今までのやり方がいつまで続けられるかわかりません。

特に、米里の子どもたちへの支援の場をどう確保するか、小学校という地域の拠点施設をどう考え、地域の

核としてどう生かしていくか。いずれにしても、この米里を持続可能な魅力ある地域としていく話し合いが

必要です。人口が減ることだけの問題ではありません。

校区によっては既に動いている地区もあります。幅広い選択肢を考え、私たち自身でよりよい結論を導き

出すためにも、まだまだ先のことと考えず、今のうちから皆さんの声を集め、話し合いを進めていきたいと

思いますので、よろしくお願いします。

体験研修の様子

久末地内で進む河床掘削工事

ボランティア募集しています

皆さんも、見つけた

ら連絡してください。

5年後には？

10年後には？

区長部会の様子


